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Abstract: This study examines the learning environment for sharing embodied knowledge. As a case study, 
synchronous type and asynchronous type sports skill acquisition process were examined.  

 

背景 

スポーツにおける熟達過程では，仲間同士で動作

や概念的な側面となる「メタ認知記述」などを共有

する協調的な学習で，自らの身体知獲得を支援可能

だと考えられる．しかしながら今日（2020 年 11 月

現在）の我が国では，スポーツ活動は感染症に対し

ての対策から，可能な限り個人での練習を実施する

ことが推奨されており，協調的な学習を実施しづら

い状況である． 
 

同期型・非同期型の学習 

ICT の発達によって，遠隔での協調的な学習を実

現するための検討が進みつつある．遠隔での協調学

習は，同期型と非同期型の二つに大別される．さら

に，これら二つは集合型と分散型のそれぞれに細分

化できる．同期型の学習は参加者が時系列的に同時

に学習を実施する環境である．同期集合型の学習は，

スポーツにおいてはチームで集合して実施する練習

などが挙げられる．一方で，同期分散型はテレビ会

議室システム等を用いて，同じ時間に参加者それぞ

れが別の場所で実施する． 
非同期型の学習は，それぞれの学習者が別の時間

に練習を実施する．多くの非同期型の学習はそれぞ

れの選手が別の場所で実施する分散型となるが，非

同期であっても，大学の練習場等でそれぞれ実施す

る場合もあり得る． 

 

身体知（熟達過程）の共有の事例検討 

個人スキルの熟達過程では，個人での練習が中心

となるが，協調的な学習環境を設定し，それぞれの

動作やメタ認知が共有されることで熟達化を支援で

きる可能性が考えられる．本研究では，同期型・非

同期型のそれぞれの事例で身体知の共有を支援可能

な学習環境を構築することを目指す． 
本研究では，同期型の事例として，小学生の鉄棒

の「前周り」・「逆上がり」スキルの熟達過程を対象

とした実験，非同期型の事例として，大学生の「ア

イスホッケーハンドリング」・「ゴルフパッティング」

の熟達過程を対象とした実験を実施している．実験

では学習過程の可視化システムである「HDMi シス

テム」[1]を導入し，動作やその解析結果，メタ認知

記述の変化を可視化した． 
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